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ABSTRACT

Thiseducationalpracticｅｒｅｓｅａｒｃｈｉｓｔｈｅｏｎｅｈａｖｉｎｇａｉｍｅｄａｔtheachievementoftheclass

thatthechildleamseachother、Ｓｏｔｏｓｐｅａｋ，ｉｔｉｓｔｈｅｏｎｅｏｆｌｅａｍｍｇｂｙｔｈｅｄｉａｌｏｇｕe・

Childrenreadthecut-iniUustrationofthetextbookofsocialstudies，andthemeamngis

consideredWiththefriend、１ｔａｉｍｅｄａｔｔｈｅｃｌａｓｓｔｈａｔｄｅｅｐｅｎｄａｎｉｄeaeachotherwhile

consideringthecommonfeatureandthediEferencｅｏｆｔｈｅｉｄｅａｂｅｔｗｅｅｎｌａｎｄｔｈｅｆｒｉｅｎｄ

Ｔｈｅｉｒｓｉｄｅａｉｓｗｒｉｔｔｅｎｏｎｔｈｅｃａｒｄｃｈildrenclassifieditthoughtheywerethediscussions．

対話で学び合う授業とは，子どもが出会った歴史的・社会的事象について，自分が

疑問に感じたことや実感したこと，あるいは気づいたことから始まり，子どもが様々

な事象と向き合い，それに対する疑問や気づきを出し合い，共通点やちがいを見出し

ながら仲間と共に追究していく学び合いのことである。こうした授業づくりの考えに

もとづき，小学校６年社会科の授業で，日本国憲法の制定の意義について書かれた

『あたらしい憲法のはなし』の挿絵の読み取りとその挿絵が描かれた意味を，カード

に自分の考えを記し，分類しながら，仲間との共通点やちがいを見出し，学び合い，

多面的な見方・考え方を育む授業づくりをねらった。カードの活用により，仲間の考

えとの共通点やちがいが明らかになり，また，個々の子どもの考えが全体に反映され

ることで，授業方法の一案としては有効であった。

対話ちがい学び合い

１．対話で学び合う授業とは何か

筆者の勤務する琉球大学教育学部附属小学

校は，平成15～17年度の校内研究の主題を

｢豊かな学びの創造一対話で学び合う授業一」

として掲げ，佐藤学（東京大学）の学び論を

基底に実践的な研究を進めてきた。対話で学

び合う授業をつうじて，個々の子どもが異な

る考えや意見，態じ方に向かい合い，疑問に
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の「話し合い活動」の本質に関わる指摘は，

｢対話で学び合う授業」を考える際にもきわ

めて示唆的である。

思ったり，納得したり，自分の考えと他の子

どもとの考えを結びつけ，補い合いながら，

認識を広げたり深めたりする子どもの姿を描

き，子どもの社会性・協調性が育まれ，さら

に新たな出会いと対話へと発展していくスパ

イラルとしてとらえたのである。

上記の概念規定を，錐督の研究教科である

社会科の授業のレベルでとらえた場合。次の

ように説明している。すなわち，「対話で学

び合う授業」とは，子どもが出会った歴史的・

社会的事象について，自分が疑問に感じたこ

とや実感したこと，あるいは気づいたことか

ら始まり，子どもが様々な事象と向き合い，

それに対する疑問や気づきを出し合い，共通

点やちがいを見出しながら仲間と共に追究し

ていく学び合いのことである。その学び合い

を通して，自分と仲間との間の社会的なもの

の見方・考え方の共通点を認識したり，ちが

いを受け入れたり，その中身の矛盾・対立点

にこだわりながら，これらを明らかにしてい

くことで，個々の子どもの社会認識は広がり，

子どもの思考活動による新しい展開（高次の

見方．捉え方）に到達するものと考えている。

つまり，子ども相互の学び合いにより，子ど

も自身が新たな見方．捉え方を猶得すること

で社会生活における自分の生き方を見つめ直

すと共に．社会科教育の究極の目標である公

民的資質の基礎を養い，「豊かな学び」をか

たちづくるのである。

以上のことから，社会科の授業における対

話での学び合いは，社会的事象についての認

識の漆まりを期待し，社会科の学力の中心的

要素である，思考力（社会的事象を対象化し

客観的に捉える力）と判断力（客観的把握を

ふまえ。事象を自分に引きつけ，適切に捉え

る力）を主に培うものである。子どもの思考・

判断力は。仲間との対話により吟味されるこ

とで，より科学的な思考活動を促し，社会生

活を広い視野から捉え直し，多面的・総合的

に理解することにつながるのである。

ここでは特に，「対話で学び合うこと」に

焦点化し検討を加えているが，次の澤本和子

授業中の『話し合い」の指導は，将来おとなに

なって社会に出たとき，人と意見を交わし，会議

などで発言できるための埜礎的基本的な指導と考

えることができる。同時に．実際に生活を共にす

る友人や教師と，意見を交換して合意を形成した

り意見の違いを確認し合うなどして豊かな学びを

実現し，充実した学校生活を送ることができるよ

うにすることを目指す（１）。

話すこと重視から，聞き合いと応答を重視する

話し合いへの転換として提起する。自分の意見を

友だちや先生に聞かせることを中心にする話し合

いは．話すこと，発表が中心の指導である。これ

に対して，聴き合い，受けとめ合い，批判し合い，

発表された話に反応する了どもを育てる『話し合

い」指導を重視したい。こうした場を日々保証さ

れて．充実した話し合い学習が展開できれば，人

の話をきちんと聴き取り，深く砦えて。人の立場

を理解しながら，さらに向分の意見をしっかりと

持つことのできる人間に育つだろう（２）。

澤本は，聴き合いと応答を重視する話し合

いへの転換を主張し，そこにおける「話し合

い」は，意見を交わして合意を形成したり意

見の違いを確認し合うことで，他者との関係

を認識しながら自己を確立する力を育てるも

のとしている。

n個をつなぐ教師の働きかけ

ところで，上述した対話での学び合いを通

して，社会生活の様々な場面で多面的に考え

たり，公正に判断したりして，自分なりの考

え方をもつことができる子どもを育むことを

ねらっているわけであるが，学び合いが成立

するためには，教師の授業での働き・役割が

きわめて重要である。個々の子どもの問題意

識を深めながら，追究意欲を引き出し，個々

の学びや集団としての学びを変化発展させて

いくための教師の働きかけとしては，以下の
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業については楽しいと回答し，自分の考えを

カードに雷き，それらを聴き合い，グルーピ

ングすることについても友だちの考えを知る

ことができるものとして評価している。歴史

的な事象に対する関心も高く追究意欲も旺盛

であり，調べたことを効果的にノートにまと

めたり，調べたことをもとに自分なりの考え

でとらえ直したりする点においては，少しず

つではあるが着実に力が培われてきたように

思う。

②教材観１９３１（昭6）年の満州事変に始ま

り,アジア・太平洋にまで広がる戦争の拡大

により，日本は，多くの尊い命を失い，国土

は焦土と化した。この15年にも及ぶ戦争か

ら，わが国は，戦争の悲惨さ・無意味さを痛

感し，平和の尊さを学び，戦後民主的な国づ

くりのあり方を求めてきた。新しい日本の国

づくりの基本は，民主化と非軍事化に求めら

れ，その理念は「日本国憲法」という国の最

高法規の形で結実したのである。したがって，

新憲法の精神は，戦争に対する深い反省と恒

久の平和を希求する国民の願いがその根底に

あると理解してもよい。本小単元「平和で豊

かなくらしをめざして－新しい憲法と戦後の

日本一」では，戦後民主国家をめざした日本

の出発点から，今日の日本のおかれている状

況を考えさせたい。

③指導観本単元では，『あたらしい憲法の

はなし』（1947年８月～1952年３月，中学校

一年用の社会科教科書，文部省）の挿絵（戦

争の放棄）や戦後改革に関する諸資料の読み

取り，書き込み作業を通して，戦後日本の民

主的な改革とその後の歩みについて学び合う

授業をめざしている。また，資料の読み取り

を通して自分の考えを友だちに伝えたり，友

だちの考えと自分の考えの共通点やちがいを

意識しながら聴いたり，友だちの考えや自分

の考えを付け加えたりすることで，個々の子

どもの考えを交わらせ，多面的な見方・考え

方を育みたい。

本小単元は，敗戦直後の人々の新しい日本

の国づくりに託する願いをふまえながら，新

［切実性］

社会的な事象との出会いの場面で生まれた疑

問や問題意識を自分のこととして切り結び，切

実な問題としてとらえさせる。

［つきあわせる・整理する］

社会的事象に対する自分の意見や感慨を仲間

とつきあわせたり，整理したりする。

［共通点.ちかいの共感的な学び合い］

社会的事象に対する自分の見方や醤え方と仲

間のそれとの共通点やちがいを見出し，共感的

に学び合わせる。

［社会的なものの見方・考え方を育む］

新しく得られた仲間の考えや意見との間にち

がいがあることに気づかせ，様々な社会的なも

のの見力・考え方を育む。

ようなことが考えられる。

以上の四つの視点の中でも，特に，「つき

あわせる.整理する｣，「共通点・ちがいの共

感的な学び合い」と関わっての公開授業実践

を以下に紹介し，対話で学び合う子どもの姿

を提案する。

Ⅲ、授業実践

本稿で紹介する授業実践は，琉球大学教育

学部附属小学校における公開授業（2004.11.

23）である。授業者は嘉納である。小学校

６年生の社会科の単元「平和で豊かなくらし

をめざして＿新しい憲法と戦後の日本一」

(指導時間．全６時間）のうち，第２時間目

を公開授業とした。なお，次の「1)単元名」

から「6)本時の学習」は，当日配布された学

習指導案をそのまま掲載した。

１）単元名平和で豊かなくらしをめざして

－新しい憲法と戦後の日本一

２）単元について

①児童観歴史上の登場人物や出来事に関心

をもつ子どもが多く，学習塾等で得られた情

報を授業の中で生かそうとする子もいる。ま

た，（これまでの授業の中で活用してきた）

絵図や資料の読み取りや書き込み・色塗り作
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憲法の基本原則を学び，戦後の日本の歩みに

ついて調べ考える授業を創り出したい。「調

べて考える社会科」が問われている昨今，子

どもの追究意欲を引き出すような教材開発と，

様々な視点から歴史的な事象をとらえ，調べ

て，考える子どもを育てたい。

３）単元目標

日本国憲法にこめられた願いや独立を回復

した日本の歩みについて理解し，平和で豊か

な暮らしを実現していくためにどのような問

題があるのかつかむことができる。

４）単元の仮説

平和で豊かな暮らしを実現するための諸問

題について，絵図や資料の読み取りや調べた

ことをもとに対話で学び合うことにより，多

様な見方や考え方でとらえることができるで

あろう。

5）指導計画（全６時間）

mJl

Fｌｌ
６）本時の学習

(1)目標

日本国憲法にこめられた戦争放棄の意味について理解を深めることができる。

(2)授業仮説

新憲法にこめられた戦争放棄の意味について，『あたらしい憲法のはなし』の挿絵や内容を

読み取り，自分と仲間の考えの共通点やちがいを意識しながら聴き合うことで，多面的な見方・

考え方でとらえることができるであろう。

(3)展開

[教材世界との出会い］

新蔽Y1IliIl定後･中学'IjIlの教科苔とし「‐しい廠｢ﾑのはなし」が登場した

－１１８－

|諜雲欝当:鰐三輌L菰，｜i蝋;i;H:’

時 主な学習内容と活動

１ 焼けあとから立ち上がる

○身近な人々の体験を聞くことなどを通して，戦後の状況の中
で 人々はどのような思いで暮らしを立て直してきたかにつ

いて考えることができる．

２
もう戦争はしない

[本時２／６］

○『あたらしい慰法のはなし』の挿絵や内容を読み取り，聴き

合うことで，慰法に込められた戦争放棄の意味をつかむ。

○戦後の日本の民主的な改革や教育が進められていく様子を鯛

べ，その意味を考えることができる。

1 平和と豊かさを求めて

○日本が独立を回復し，経済成長を遂げていく中で，人々の藤

らしがどのように変化し，どのような問題が生まれたのかを

考えることができる。

２ アジアの中の日本

○日本は平和で豊かな暮らしを実現していくためにどんなこと

ができるのか，国内外に残る諸問題や解決に向けた人々の活

動を調べ，考えることができるようにする。

主な学習活動 子どもの反応 教師の支援

[教材世界との出会い］

新適法制定後，中学生用の教科薔として『あたらしい遼法のはなし」が登場したことを説明する。
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７）実践の結果と考察

［第１時の概要］第１時（焼けあとから立

ち上がる）ではⅢ祖父母からの戦争体験とそ

れに続く戦後体験の聞き取りを通して，人々

がどのような思いで暮らしを立て直してきた

かについて考えるものであった。子どもの聞

き取りでは，避難所生活の様子，食料難で乳

幼児を失った体験等が報告され，激戦地であっ

た沖縄戦と敗戦直後の県民の生活が浮き彫り

になった。

子どもに提示した教師側の資料は，「沖縄

の－少女の学校生活誌(3)」である。これは，

筆者の実母の戦前・戦中の体験史であり沖縄

戦を生き抜いたひとりの少女に焦点をあわせ

たものである。祖父母の戦争体験や資料の読

み取りをふまえ，戦後日本はどのような思い

で歩んでいったのかを，第２時の公開授業で

学んだ。

［第２時の展開（授業前半)］（教材世界との

出会いと対話一挿絵の読み取り－）授業の

冒頭，戦後日本の改革に大きな役割を果たし

たダグラス・マッカーサーのコーンパイプ

(模造品）を提示し，本時の授業は新生日本

がどのような歩みをしたのかを考えるもので

あることを説明した。そこで，１５年戦争後

の日本国民の戦争や平和国家建設に対する願

いや思いに迫るため，『あたらしい憲法のは

なし』（文部省作成）の挿絵（大型コピー）

を黒板に提示し，子どもには挿絵のコピーを

配布した。挿絵を読み取らせた後．発表させ，

－１１９－

Ｕ邦、７－、７F､。

なぜⅢ戦争で使うものを溶かし，生活に役立つものを作ろうとしているのか。

[教材世界からの学びと現状とのつきあわせ］

③慰法にこめられた戦争放棄の意味をふまえ，
今の日本のおかれている状況について考え
る ◎

社会科における対話での学び合い（本時の中心的な場面一聴き合い－）
歴史的な事象に対する自分の見方や考え方と仲間のそれとの共通点やちがいを見出し相互に理

解すること。または，新しく得られた仲間の考えや意見との間にズレ（食い違い）があることに
気づき，様々な歴史的なものの見方・考え方があることを認識すること。



子どもの言葉で再構成された挿絵を描いた

(次頁「資料②｣)。子どもの言葉で挿絵を再

構成することで，挿絵の意味を理解させるこ

とをねらったわけである。

以下，挿絵を具体的に読み取っている場面

(資料①）を掲げる。

Ｃ８：建物を造っています（｢別の意見で

す」の声)。

Ｃ９：電車です（｢違う意見です」の声)。

Ｃ１０：車を作っています（｢別の意見です」

の声)。

Ｃ１１：東京タワーなどのタワーだと思う。

Ｃ１２：僕は東京タワーではなくて．鉄塔だ

と思います。

Ｔ：溶鉱炉の中に，戦車とか様々なものを

溶かして，船などを造っていることが

わかりましたが，溶かしているものを

全部ひっくるめて，何と言えばいいの

でしょうか。隣近所で話し合って下さ

い。

Ｃ１３：私は戦争に使うもの，戦争の道具だ

と思います。

Ｔ：関連してありますか？

Ｃ１４：戦争に使われたものを溶かして，今

使うものを造っていると思います。

Ｃ１５：生活に便利なものを造っていると思

います。

Ｃ161再利用していると思う。

［資料①］

Ｔ：日本国憲法が出来た後，当時の文部省

は中学一年生向けの教科書を作ったん

だな。（復刻版を提示して）これがそ

うです（｢古い」「シミが付いている」

の声)。『あたらしい憲法のはなし」と

いう教科書です。この本にはいくつか

の挿絵がありますが，その中のひとつ

を見てもらいましょう。（大型コピー

を黒板に貼り）この挿絵では，どんな

ものを溶かしていますか？読み取れ

るもの全てを箇条書きにしてノートに

書いて下さい（ノートに書き取らせた

後，発表させる)。

Ｃｌ：戦艦がある（｢違う意見です」の声)。

Ｃ２：Ｃｌが言ったのは「戦艦」ではなく，

戦車だと思います（｢同じ意見です」

の声)。

Ｔ：Ｃ２は，戦車だと言っているけど，Ｃ

ｌはどう思いますか。

Ｃ１：やっぱり，戦車だと思う。

Ｃ３：ミサイルもある（｢違う意見です」

の声)。

Ｃ４：ミサイルではなくて，原子爆弾だと

思います。

Ｃ５：戦闘機があります（｢別の意見です」

の声).

Ｃ３：爆弾を作る工場がある。

Ｔ：煙がもくもくあがっているので，煙に

隠れて見えないものがあると思います

が，他に何があると思いますか。

Ｃ６：煙の中には，兵士とか武器とかがあ

ると思う。

Ｔ：この溶鉱炉は，ここに挙げたものを溶

かして何を作り出しているのでしょう

か（箇条書きでノートに書き取らせ，

発表させる)。

Ｃ７：僕は船だと思う（｢別の意見です」

の声)。

[考察］

授業の前半は，教科書の挿絵を読み取らせ，

子どもの言葉で挿絵の再構成することで，挿

絵の理解を図らせることにあった。挿絵を読

み取った子どもの発言は．教師の板書により

挿絵の右側に描かれていく（資料②)。これ

をみると，子どもたちは，日本国憲法が制定

された当時の中学生向けのテキストと出会い，

溶鉱炉の中に溶かされているものが，戦車，

ミサイル原子爆弾，戦闘機，兵器工場等を

読み取っていることがわかる。これらは,・資

料①のC13の言う通り「戦争に使うもの」

｢戦争の道具」であり，溶鉱炉をくぐって，

｢今使うもの」（Cl4)，「生活に便利なもの」

(Ｃ15）に生まれ変わっていることに子ども

たちは気づいていくのである。

[第２時の展開（授業後半)］（教材世界を介

しての学び合い－挿絵の意味一）

挿絵の読みの後，『あたらしい憲法のはな

し』の中にこの挿絵が挿入された理由を考え
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ていった。途上，「戦争はしない」「戦争

放棄」「二度と戦争をしない」のカード

は，ひとつのグループを形成したが，

「戦争放棄」と書いたC22は，次のよう

な発言をした。

Ｃ２２：「戦争はしない」というカードと関

係しないというわけではないけど，

少し考えが違うと思うので３cmぐら

い離したい。「戦争はしない」とい

うカードを書いた人の考えを聞かせ

て下さい。そうすると，違いがわか

ると思う。

［上写真］C22は，自分の考え（戦争放棄〕と

｢戦争はしない」のちがいにこだわり．「３cm程

離して欲しい」と苑寓する。C22の発言をきっ

かけに仲間との間の葱見のズレ（食い違い）を

意識した学び合いが活発化する。

[資料②：挿絵の再構成］

る場面に進んだ（資料③)。

［資料③］

Ｔ：なぜ，この挿絵が描かれたのか，理由

を考えて，カード（短冊）に書いて下

さい（カードに自分の考えを書いた子

は，黒板に貼る)。

Ｔ：みんなのカードが貼られています。グ

ループにすると一番大きなグループに

なりそうなカードは，どれだと思いま

すか。

Ｃ１７：C18の「戦争はしない」というカー

ドだと思います。

Ｔ：C18のカードと同じ内容だと思うのは

どれですか。貼られているカードから

選んでFさい。

Ｃ１９：C20とC21のカードだと思います。

※以下，３８名分のカードが黒板上に貼られ

ており，順次確認しながら仲間分けをし

Ｃ２３：戦争はいろんな人が死ぬから，戦争

はしないと書きました。

Ｃ２２：私の意見は，今まで日本は戦争をし

てきて戦争をしてきたことが間違っ

ていた，ということに気づいたとい

うことです。

Ｔ：間違いに気づいた，ということですね。

だから，戦争を放棄しようと考えたと

いうわけね,。

Ｃ２４：僕の「戦争放棄」のカードは，「戦

争をしない」という考えよりも，

「戦争を捨てた」という考えで，戦

．争は絶対にしないということです。

だから，C22のカードの隣に貼って

下さい。
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Ｔ：C25の「戦争放棄」の考えを聞かせて

下さい。

Ｃ２５：戦争の間違いに気づいたから，絶対

にやらないという意味でカードを書

きました。

Ｃ２６：僕のカード「戦争放棄」は，戦争を

してたくさんの人が死んで，戦争を

しなければこんなことにならなかっ

たという，戦争の間違いに気づいた

ということもあるし，戦争はもうし

ないという気持ちもあるから，「戦

争はしない」とC22のカードの間に

貼って下さい。

※カードによる仲間分けの結果，「戦争は

しない」「戦争放棄」「二度と戦争をしな

い」（３３名）の大グループと，「平和」

（３名)，「新しい世の中づくり」（１名)，

「科学の時代」（１名）になった。

|i聯
［上写真］黒板中央に押絵，右側に子どもの発冨

をもとに再楢成した挿絵。左蝋は，子どものカー

ド。（授業終了後）

［考察］

授業後半は，挿絵の意味を読み取り，自分

と仲間の考えの共通点やちがいを意識しなが

ら聴き合う場面である。授業者は，個々の子

どもの考えを黒板に反映させるために，カー

ドを活用した。カードの下部にはあらかじめ

名前を記入させ，自分の考えをカードに記し

黒板に貼り付けていくのである。カードに記

載された内容から，子どもたちは，仲間との

共通点やちがいを確認し，また自分の考えが

学級全体の文脈の中でどの位置にあるのかが

一目でわかるのである。これだと，個々の子

どもの考えの集中度や分散度が容易に見てと

れる。

資料③のCl8のカード「戦争はしない」は．

多数の子どものカードと共通するものであり．

当初，「戦争放棄」と「二度と戦争はしない」

と共通するカードとしてとらえられていた。

しかし，C22の「今まで日本は戦争をしてき

て戦争をしてきたことが間違っていた，とい

うことに気づいた」という発言は，C24の

｢『戦争を捨てた』という考えで，戦争は絶対

にしないということ」を引き出し，C25の

｢戦争の間違いに気づいたから，絶対にやら

ないという意味」であるとしている。「戦争

はしない」というカードよりも，戦争を猛省

し，不戦の誓いの意味があることをとらえて

いるとみてよい。学び合いを通して，「戦争

［第２時の展開（授業終末)］（教材世界から

の学びと現状とのつきあわせ）

カードの分類後，当時中学一年生の手記を

全員で読み合わせ（次頁左上写真)，今日，

憲法の理想が実現されたのかを問うた。Ｃ２４

は，「日本は戦争をしたことに気づいて憲法

を作ったけど，今は軍隊を持とうとしている

し，憲法を変えようとしている｡」と発言し，

ＦＰ

欄に、.i『
俗

C25は，「戦争をしないとか．たくさんの人

が亡くなったとかを忘れてしまっているので，

もう一度，戦争のことを考えないといけない

と思う｡」と述べた。
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はしない」と「戦争放棄」の微妙なちがい．

ズレが浮き彫りになると共に，挿絵から多面

的な意味をとらえることができたのである。

８）授業研究会における質疑

公開授業後は，指導助言者及び参観者を交

えての授業研究会である。短時間の授業研究

会だったゆえ，十分な議論ができなかったが，

参観者から次の三点の指摘を受けた。

①溶鉱炉に溶かされるものとして，子どもの

発言に「兵士」が出てきたが，人間は溶かさ

れるものではないので，この点は授業進行中

に授業者が修正すべきであった（授業者回答

→この点で特に時間を費やすことを考えてい

なかった。授業後半にもっと時間をかけたかっ

た｡）

②最終的に板書が煩雑化した。板書計画を検

討すべきだった（授業者回答→子どもの考え

をカードに書き表し．相互の学び合いを通し

てカードの移動・集約等を図ったが，もう少

し黒板を効率的に活用すべきだった｡）

③本日の授業を通して，授業者は，「様々な

歴史的なものの見方・考え方があることを認

識すること」をねらって，授業を展開したと

いうが，具体的にはどのような意味か（授業

者回答→挿絵の読み取りは個々の子どもなり

の読み取りを大切にし，それをふまえて，授

業の後半では挿絵の持つ意味をつきあわせる

ことによって，様々な見方・考え方があるこ

とに気づかせるのがねらいであった。ひとつ

の挿絵から，「戦争はしない」「戦争放棄」

｢もう二度と戦争はしない」「平和」等の考え

が出され，多様なものの見方・考え方がある

ことに子どもたちは気づいたのではないかと

とらえている｡）

参観者からの質疑終了後，指導助言者の藤

原幸男（琉球大学）は，研究テーマ及び授業

展開と関わって次の指摘をした。

①カードをもとに子どもの学び合いの見られ

る授業であった。カードを活用しての学び合

いの場面は，時間がかかりすぎた感があるが，

子どもの思考に寄り添い，じっくり取り組め

たことが思考の深まりを促した。

②教師主導の授業であったが，今後は，子ど

もが意見や考えのちがいに気づき自分たち

で分類などできるようになるとよい。

Ⅳ、授業実践の成果と課題

子どもが対象世界と出会い，仲間と関わり

ながら学び合う授業を試みた。仲間の考えと

の共通点やズレを意識しながら聴き合ったり，

受け入れたりするなかで子どもの思考は深まっ

たものと考えている。それが小学校社会科に

おけるものの見方・考え方を広げる力を培う

ものである。

今回の研究は，特に，教師の子どもへの働

きかけとして，個々の考えをつなぐ発問やカー

ドの活用を試みてきた。カードの活用は，自

分と仲間の考えのちがいや共通点を意識させ

るためのものであるが，先の藤原幸男の指摘

の通り，これらを活用しながらも子どもが主

体的に自分と仲間の考えを聴き分け，互いに

学び合う授業を創っていくことが課題である。

その際，教師は授業のなかでどのような役割・

働きをより具体的に果たすべきなのか，授業

実践を通して明らかにしていきたい。

［注］

(1)澤本和子「聞き合い，反応し合い，学級

文化創造の場としての『話し合い』授業」

（『授業のネタ教材開発』明治図書，２００４

年２月号，４５頁。

(2)同上，４６頁。

(3)嘉納英明「沖縄の一女性の学校生活誌一

戦時体制下の教育を中心に」（柿沼昌芳・

永野恒雄編著『｢愛国心｣の研究』批評社，

2004年２月，220-234頁)。
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